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 総会等行事

日　時　平成 23年 3月 28日（月）13:00～ 15:20

場　所　静岡県立大学　大講堂

1．挨拶・祝辞

1．第 131年会組織委員長挨拶 奥組織委員長

2．静岡市長祝辞 小嶋善吉市長

2．社団法人日本薬学会平成 23年度通常総会

黙祷

1．開会の辞 馬場副会頭

2．会頭挨拶 松木会頭

3．議事 議長　松木会頭

第 1号議案

平成 22年度事業報告の件

鈴木総務担当理事

第 2号議案

平成 22年度決算報告の件

古矢財務担当理事

監査報告 北監事

第 3号議案

役員選出の件

石橋役員候補者選考委員

4．新・旧会頭引継ぎ

5．新会頭就任挨拶 西島新会頭

6．議事 議長　西島新会頭

第 4号議案

平成 23年度事業計画の件

白幡総務担当理事

第 5号議案

平成 23年度予算の件 大野財務担当理事

7．名誉会員、有功会員推薦状贈呈式

8．閉会の辞 富岡新副会頭

3．日本薬学会学会賞授賞式

1．薬学会賞、学術貢献賞、学術振興賞ならびに

奨励賞

選考経過報告 橋田学会賞選考委員長

◆平成 23年度薬学会賞受賞者

堅田　利明（東大院薬・教授）

「シグナル伝達系に介在する諸種の G 蛋白

質に関わる研究」

濱田　康正（千葉大院薬・教授）

「有機合成における新規方法の開発とその

有用天然有機化合物合成への応用」　

◆平成 23年度学術貢献賞受賞者

第 4B部門

武田　　健（東京理大薬・教授）

「ナノマテリアルの次世代健康科学～衛生

薬学の新たな研究領域の開拓」

◆平成 23年度学術振興賞受賞者

第 1B部門

上杉　志成（京大物質‐細胞統合システム拠

点・教授）

「合成小分子化合物による細胞の解析と制御」

第 2部門

加藤　晃一（自然科学研究機構・岡崎統合バ

イオサイエンスセンター・教授）

「タンパク質の翻訳後修飾の構造生物学研究」

第 3部門

水島　　徹（熊本大院生命科学・教授）

「既存薬の作用分子機構の解明と創薬への

展開」

第 4A部門

中島　美紀（金沢大院薬・准教授）

「シトクロムP450と転写因子のマイクロ

RNAによる発現制御に関する研究」

◆平成 23年度奨励賞受賞者

秋田　英万（北大院薬・助教）

「細胞内遺伝子・核酸の定量的・動的イメー

ジングを基盤とした細胞内動態解析及び

その制御に関する研究」

浅井　知浩（静岡県大薬・講師）

「リポソーム DDSによる腫瘍新生血管傷害

療法に関する研究」

栗山　正巳（長崎大院医歯薬・准教授）

「準安定二座型配位子を用いた効率的ア

4



– 32 –

リール化反応の開発」

濱本　博三（近畿大薬・講師）

「金属酸化物を活用する新規酸化反応シス

テムの開発と応用」

細井　　徹（広島大院医歯薬・講師）

「生活習慣病の新機構解明と次世代型治療

薬の開発研究」

松岡　　茂（東大院薬・助教）

「固体NMRによる天然物と標的部位複合体

の構造解析」

水上　　進（阪大院工・准教授）

「革新的分子イメージングへの応用を目的

とした生体機能解析技術の開発」

吉田　昌裕（徳島大院 HBS研・准教授）

「プロパルギル化合物を用いた新規分子変

換反応の開発と展開」

2．創薬科学賞

選考経過報告 大塚創薬科学賞選考委員長

◆平成 23年度創薬科学賞受賞者

「カルバペネム系抗生物質「ドリペネム」の

開発研究」

井宗　康悦（塩野義製薬・創薬・疾患研・

疼痛フロンティア・化学部門長）

西谷　康宏（塩野義製薬・創薬・疾患研・

アドバイザー）

西野　　豊（塩野義製薬・CMC技術研・製

薬研セ・主任研究員）

3．教育賞

選考経過報告 有賀教育賞選考委員長

◆平成 23年度教育賞受賞者

望月　正隆（東京理大薬・教授）

吉田　武美（昭和大薬・教授）

4．佐藤記念国際賞授賞式

◆ 2010年度（第 34回）佐藤記念国際賞受賞者

Jeffrey Aubé (Department of Medicinal Chemistry,

Univ. Kansas, Lawrence）

5．薬学研究奨励財団研究助成金等贈呈式

1．理事長挨拶 寺尾理事長

2．選考経過報告 佐治選考委員長

3．贈呈式

研究助成金グループ A

研究助成金グループ B

研究者の海外派遣補助金

海外からの研究者招聘補助金

国際シンポジウム補助金

6．ウェルカムレセプション

日　時　平成 23年 3月 28日（月）17：00～

場　所　静岡県立大学（学生ホール）
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 年会関連行事

1．懇親会

日　時　平成 23年 3月 30日（水）18:30～
会　場　ホテルセンチュリー静岡

5F　センチュリールーム

静岡市駿河区南町 18-1 
www.centuryshizuoka.co.jp

電話：054-284-0111

会　費　12,000円（事前予約申込）
15,000円（当日申込）
※Web 受付・クレジットカード支払の〆切
は2月10日（木）です。
※当日の参加申し込みは、グランシップ

及びツインメッセ静岡の「総合受付」で

16時 30分まで承ります。

2．特別シンポジウム

1．理事会企画シンポジウム　CS01
日　時：平成 23年 3月 29日（火）10:30～ 12:30
会　場： A会場　グランシップ 1F（大ホール）
テーマ：「薬剤疫学者の必要性と薬学教育」

Need for Pharmacoepidemiologist and 
Pharmaceutical Education

オーガナイザー：松木則夫（東大院薬）

望月眞弓（慶應大薬）

2．日米薬学会合同シンポジウム　CS02
日　時：平成 23年 3月 30日（水）15:00～ 17:30
会　場： K会場　グランシップ 6F（交流ホール）
テーマ：「薬物消化管吸収の最適化に向けて―理論

から実践―」

Towards Optimization of Intestinal Absorption

of Drugs: From Theory to Practice

オーガナイザー：橋田　充（京大院薬）

Sandy PANG（Univ. Tronto）

3．日本製薬工業協会企画シンポジウム　CS03
日　時：平成 23年 3月 31日（木） 9:30～ 12:00
会　場： I会場　グランシップ 9F（会議室 910）
テーマ：「代謝物の安全性評価：日本の動向」

オーガナイザー：内藤真策（製薬協）

河島浩輔（製薬協）

4．組織委員会企画シンポジウム　OS01～OS08
　外国人特別講演に連携させたテーマで、オフィ

シャル言語を英語とした特別シンポジウムを企画

しております。

3月 29日（火）

OS01　15:00～ 17:15    B会場　グランシップ 1F
（中ホール）

Unraveling the Mystery of Influenza

（インフルエンザの謎に迫る） 
オーガナイザー：鈴木　隆（静岡県大薬）

永田恭介（筑波大院人間総合科学）

OS02　15:00～ 17:40    C会場　グランシップ 11F
（会議ホール）

Photonics Meets Sensing of Bio-Reaction and Cell
Dynamics

（生体反応・細胞挙動のセンシング－光を使って何

ができるのか？－） 
オーガナイザー：樋口ゆり子（京大院薬）

秋田英万　（北大院薬）

3月 30日（水）

OS03　10:00～ 12:30    B会場　グランシップ 1F
（中ホール）

Small Molecule Library and Its Perspective for Drug
Discovery in Academia

（アカデミアにおける化合物ライブラリーの構築

と創薬への展望） 
オーガナイザー：浅井章良（静岡県大院薬）

石川吉伸（静岡県大薬）

松野研司（静岡県大院薬）

OS04　9:00～ 11:30    C会場　グランシップ 11F
（会議ホール）

Natural Products Chemistry and Chemical Biology

（天然物化学とケミカルバイオロジー） 
オーガナイザー：阿部郁朗（東大院薬）

脇本敏幸（東大院薬）

OS05　9:00～11:30    V会場　ツインメッセ静岡北館4F

（レセプションホール）

New Approaches in Toxicometallomics —Innovation of
Analytical and Imaging Techniques with Metal-Related
Diseases and Therapies

（トキシコメタロミクスの新機軸－元素分析・イ

メージングと金属輸送・創薬のイノベーション－） 
オーガナイザー：榎本秀一　（岡山大院医歯薬）

姫野誠一郎（徳島文理大薬）
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OS06　14:50～ 17:30    A会場　グランシップ 1F
（大ホール）

Perpetual Challenges in Synthetic Sciences

（ものづくり科学のたゆまぬ挑戦） 
オーガナイザー：赤井周司（静岡県大薬）

菅　敏幸（静岡県大薬）

眞鍋　敬（静岡県大薬）

OS07　16:10～ 17:30    B会場　グランシップ 1F
（中ホール）

Recent Advances of Transporter Research toward Drug
Discovery and Optimum Pharmacotherapy

（創薬と薬物治療における薬物トランスポーター

研究の最前線） 
オーガナイザー：山田静雄（静岡県大薬）

出口芳春（帝京大薬）

3月 31日（木）

OS08　9:00～ 11:30    B会場　グランシップ 1F
（中ホール）

Frontiers in Metabolomics

（メタボローム研究の最前線） 
オーガナイザー：有田　誠（東大院薬） 

斉藤和季（千葉大院薬）

5．高校生シンポジウム（高校生による研究発表会）
OS09

日　時：平成 23年 3月 31日（木）12:30～ 16:30
会　場：K会場  グランシップ 6F（交流ホール）
オーガナイザー：菅谷純子（静岡県大薬）

山田　浩（静岡県大薬）

3．スポンサードシンポジウム

1．株式会社セラバリューズ　SS01
日　時：平成 23年 3月 30日（水）14:00～ 17:00
会　場：J会場　グランシップ 6F

（展示ギャラリー）

テーマ：「機能性食品の臨床応用の可能性

～クルクミンに関する知見を中心に～」

THERAVALUES CORPORATION: Future
Prospects of Functional Foods: Research
Findings and Clinical Application of Curcumin

オーガナイザー：長谷川浩二

（国立病院機構京都医療セ）

藤田正俊（京大院医）

2． 筑波大学　SS02
日　時：平成 23年 3月 30日（水）14:30～ 17:30
会　場：U会場　ツインメッセ静岡北館 3F

（第 3小展示場）
テーマ：「大学発医薬品シーズとトップサイエンティ

スト育成の取り組み（筑波大での試み）」

Development of Seeds for Pharmaceutical

Agents and Cultivation of Top Scientist （Trial
in University of Tsukuba）

オーガナイザー：深水昭吉

（筑波大生命領域学際研セ）

柳澤　純（筑波大生命環境）

3．静岡県立大学グローバル COEプログラム
（健康長寿科学教育研究の戦略的新展開）　SS03
日　時：平成 23年 3月 31日（木）14:30～ 16:20
会　場： C会場　グランシップ 11F（会議ホール）
テーマ：「薬学と食品栄養科学の協働がめざす融合

的科学」

Drugs, Foods, and Nutrition

オーガナイザー：今井康之（静岡県大薬）

合田敏尚（静岡県大食品栄養）

4．ランチョンセミナー

3月 29日（火）

B会場　グランシップ 1F（中ホール）
12:30～ 13:30
L01 グラクソ・スミスクライン株式会社

（座長）福井裕行（徳島大院）

「CONGA コンセンサスに準じた抗ヒスタミン
薬の薬理学的評価」

谷内一彦（東北大院医）

C会場　グランシップ 11F（会議ホール）
12:30～ 13:30
L02 大塚製薬株式会社

（座長）千堂年昭（岡山大病薬）

「OD錠は脳梗塞患者のよきパートナー」

並木徳之（静岡県大薬）

E会場　グランシップ 10F（1001-2）
12:30～ 13:30
L03 日本新薬株式会社

（座長）大西一功（浜松医大）

「骨髄異形成症候群（MDS）の病態と新規治療薬」

冨田章裕（名古屋大院医）

J会場　グランシップ 6F（展示ギャラリー）
12:30～ 13:30
L04 エーザイ株式会社

（座長）奥　直人（静岡県大薬）
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「アルツハイマー病の根本治療薬の開発の現

状と今後の課題」

岩田　淳（東大院医）

K会場　グランシップ 6F（交流ホール）
12:30～ 13:30
L05 大洋薬品工業株式会社

（座長）国枝武義（国際医福大臨床医学センター）

「肺高血圧症診療の現状と今後の展望」

福田恵一（慶應大医）

U会場　ツインメッセ静岡北館3F（第3小展示場）
12:30～ 13:30
L06 株式会社トーショー

（座長）賀川義之（静岡県大薬）

「業務の効率化を目指した調剤支援システム

の新たな展開」

佐々木忠徳（亀田総合病薬）

V会場　ツインメッセ静岡北館 4F
（レセプションホール）

12:30～ 13:30
L07 プライムテック株式会社

（座長）辻本豪三（京大院薬）

演題 1「iPRECIO埋込ポンプの精度検証と、外
科施術後の血液検査値推移を基にした完全無

拘束プログラマブル薬物投与法の有用性」

　　　　坪井　優（食品農医薬品安全性研セ）

望月英治（株式会社ミスズ工業）

演題 2「iPRECIOによるリン酸化酵素投与の
脊髄損傷後麻痺への影響」

武井義則（京大院薬）

3月 30日（水）

B会場　グランシップ 1F（中ホール）
12:30～ 13:30
L08 ファイザー株式会社

（座長）並木徳之（静岡県大薬）

「脳・心血管イベント抑制を目指した脂質異常

症合併高血圧症の新たな治療戦略」

伊藤正明（三重大医）

C会場　グランシップ 11F（会議ホール）
12:30～ 13:30
L09 第一三共株式会社

（座長）川上純一（浜松医大病薬）

「アルツハイマー型認知症の新しい薬物治療

戦略－ NMDA受容体拮抗剤の果たす役割－」
中村　祐（香川大医）

E会場　グランシップ 10F（1001-2）
12:30～ 13:30
L10 アステラス製薬株式会社

（座長）山田静雄（静岡県大薬）

「Recent progress in the medical treatment of
overactive bladder syndrome」

Martin C. Michel（Univ. Amsterdam）

J会場　グランシップ 6F（展示ギャラリー）
12:30～ 13:30
L11 日本ケミファ株式会社

（座長）佐々木忠徳（亀田総合病薬）

「後発医薬品にみる製剤工夫の現状と今後」

幸田幸直（筑波大病薬）

K会場　グランシップ 6F（交流ホール）
12:30～ 13:30
L12 株式会社大塚製薬工場

（座長）松田公子（医療法人静和会 浅井病院）
「チーム医療における薬剤師によるフィジカ

ルアセスメント」

大林恭子（群馬大病薬）

U会場　ツインメッセ静岡北館3F（第3小展示場）
12:30～ 13:30
L13 大鵬薬品工業株式会社

（座長）濱敏弘（財団法人癌研究会有明病院薬）

「アルブミン結合型パクリタキセル製剤の特徴」

向原　徹（神戸大院医）

V会場　ツインメッセ静岡北館 4F
（レセプションホール）

12:30～ 13:30
L14 小林製薬株式会社

（座長）西部三省（北海道医療大薬）

演題 1「漢方による「血」 の改善 と皮膚美容：
末梢血液循環障害モデルマウスを用いた駆⑩

血作用の評価」

石黒京子（武庫川女子大薬）

演題 2「漢方による「血」 の改善 と皮膚美容：
加味逍遙散合四物湯の長期服用による皮膚美

容効果　－症例を含めて－」

秋葉哲生（あきば伝統医学クリニック）

3月 31日（木）

E会場　グランシップ 10F（1001-2）
12:30～ 13:30
L15 マイラン製薬株式会社

（座長）大澤友二（昭和薬大）

「チーム医療における薬剤師の役割」 
増原慶壮（聖マリアンナ医大病薬）
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J会場　グランシップ 6F（展示ギャラリー）
12:30～ 13:30
L16 東和薬品株式会社

（座長）中島克佳（東大病薬）

「対人援助職としての薬剤師支援の可能性

～ SEI-QoLを用いたアウトカム指標～」

川村和美（スギメディカル）

V会場　ツインメッセ静岡北館 4F
（レセプションホール）

12:30～ 13:30
L17 日本ジェネリック製薬協会

（座長）岸田修一（北海道薬大・岐阜薬大）

「なぜ、今、ジェネリック医薬品か！」

佐藤　博（新潟大医歯病薬）

5．展示

機器・書籍・新薬・試薬・新技術・新製品セミナー・

ワークショップ等

日　時　平成 23年 3月 29日（火）～ 3月 31日（木）
9:30～ 16:30

会　場　P会場
（ツインメッセ静岡　南館 1F大展示場）

6．市民講演会

参加方法は年会ホームページにてお知らせ致します。

日　時：平成 23年 3月 27日（日）13:40～
場　所：静岡商工会議所会館 5階大ホール（静岡市

葵区黒金町 20-8）
参加費用：無料

テーマ：「健康な高齢化社会の実現に向けて」

講演 1　「ポジティブ　エージング」
木村容子（東京女子医科大学　東洋医学

研究所　副所長）

講演 2　「アンチエージングの実践」
渡部一夫（資生堂ヘルスケア事業部学術

統括主幹）

講演 3　「薬と食の相互作用」
澤田康文（東京大学大学院情報学環教授・

同薬学系研究科教授）




